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専門分野 

    生物有機化学、生物無機化学、分析化学、バイオミネラリゼーション  

 

学歴 

2003.3  東京大学 農学部 生命化学専修 卒業  

2005.3  東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 修士課程修了 

2008.3  東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命化学専攻 博士課程修了 

 

職歴 

2005.4 – 2008.3 東京大学大学院 農学生命科学研究科 日本学術振興会特別研究員（DC1） 

2008.4 – 2009.3 東京大学大学院 農学生命科学研究科 特任研究員 

2009.4 – 2012.3 東京大学大学院 理学系研究科 日本学術振興会特別研究員（PD） 

2010.6 – 2011.5 Weizmann Institute of Science（優秀若手研究者海外派遣事業：イスラエル） 

2012.4 – 2012.7 東京大学大学院 農学生命科学研究科 特任研究員 

2012.8 – 2014.1 東京大学大学院 農学生命科学研究科 特任助教 

2014.2 – 2014.8 東京大学大学院 農学生命科学研究科 助教 

2014.8 – 2017.8 東京大学大学院 農学生命科学研究科 講師 

2016.9 – 2018.9 東京大学卓越研究員 

2017.8 – 現在   東京大学大学院 農学生命科学研究科 准教授 

 

研究テーマ 

    生体鉱物化現象の分子機構の解明、生体分子を用いた金属ナノ粒子の生成機構 

 

所属学会 

    日本農芸化学会 

    マリンバイオテクノロジー学会 

バイオミネラリゼーション研究会 

日本キチン・キトサン学会 

日本分析化学会 

 

業績リスト 
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54. 「マトリックスメタロプロテアーゼ活性阻害剤、皮膚外用剤、老化防止用皮膚外用剤、

しわ防止用皮膚外用剤、慢性関節リウマチ及び他の疾患の治療又は予防剤」 
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出願番号：特願 2013-138863、出願日：2013年 7月 2日 

特許公開：特開 2015-10081、公開日 2015年 1月 19日、認証日 2017年 7月 4日 

55. 「黄鉄鉱ナノ粒子の製造方法」 

発明者：鈴木道生、松田大輝、鈴木庸平 

出願番号：特願 2017-39397、出願日：2017年 3月 2日 



 

受賞 

2014年度、第 13回日本農学進歩賞、鈴木道生「アコヤガイの真珠および貝殻形成に関与す

る有機基質に関する研究」 

2016 年度、マリンバイオテクノロジー論文賞、○鈴木道生、小暮敏博、作田庄平、長澤寛

道「Identification of Ligament Intra-Crystalline Peptide (LICP) from the Hinge Ligament of the 

Bivalve, Pinctada fucata」 

2017 年度、長瀬研究振興賞、鈴木道生「生体鉱物由来のペプチドを用いた炭酸カルシウム

結晶形成制御手法の開発」 

 

競争的資金獲得状況 

日本科学協会、笹川科学研究助成：2003年度 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（DC1）：2005-2007年度 

応用微生物学研究奨励会、国際会議出席費助成：2005年度 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（PD）：2009-2011年度 

日本学術振興会、優秀若手研究者海外派遣事業：2010年 6月-2011年 5月  

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2013-2015年度 

加藤記念バイオサイエンス振興財団、研究助成：2014-2015年度 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担）：2014-2016年度 

東京応化科学技術振興財団、研究助成：2015年度 

日本科学協会、海外発表促進助成：2015年度 

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2016-2017年度 

東京大学卓越研究員、研究助成：2016-2017年度 

二国間交流事業共同研究（日本－イスラエル、JSPS - ISF Joint Academic Research Program）、

日本側代表、鈴木道生、イスラエル側代表、Steve Weiner：2017-2018年度 

鉄鋼環境基金、研究助成：2017年度 

長瀬科学技術振興財団、研究助成：2017年度 
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10. ○鈴木道生「軟体動物のアラゴナイト結晶形成に関する研究」、『第 8回バイオミネラリ

ゼーションワークショップ』、東京大学、2013 年 11月 
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『第 45回結晶成長国内会議』、北海道大学、2015年 10月 

13. ○鈴木道生、小暮敏博、作田庄平、長澤寛道「アコヤガイの貝殻靭帯部おける新規低分
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